平成26年12月吉日

日本人類遺伝学会・臨床細胞遺伝学認定士制度

認定士・指導士　各位

冠省

貴兄の日本人類遺伝学会・臨床細胞遺伝学認定士・指導士の資格登録期限は平成27年3月末日までとなっております。同封の申請用紙に必要事項をご記入のうえ更新していただくようお願い致します。（尚　申請用紙は日本人類遺伝学会のホームペイジからダウンロード可能）

提出期限：平成27年3月15日 

敬具

認定士・指導士更新に関する制度規則　

	　規則　第15条　指導士の認定期間は5年とし, 5年毎に申請により認定を更新する。

資格の更新条件及び手続きは, 別に定める。

細則　第７条　規則第3条第3号，第14条第3項に定める単位取得の対象となる学術活動については原則として，以下のとおりとする．









単位数

日本人類遺伝学会大会出席
10（各大会毎）

委員会が認めた遺伝医学・細胞遺伝学・検査医学関連の諸学会出席
５（各学会毎）


（上記各学会で臨床細胞遺伝学に関する演題を筆頭で発表した場合はそれぞれ5単位を加算できる．）

その他の学会における臨床細胞遺伝学に関連する演題の発表
５（各学会毎，委員会にて評価）

臨床細胞遺伝学セミナー参加
10（各研修会毎）

遺伝医学セミナー参加
10（各研修会毎）

臨床細胞遺伝学に関する専門単位の研修集会出席        　
５（各研修会毎，委員会にて評価）

専門単位の研修集会出席        　
３（各研修会毎，委員会にて評価）

専門誌への臨床細胞遺伝学に関する論文掲載（筆頭者）
10（各論文毎）

専門誌への臨床細胞遺伝学に関連する論文掲載（共著者）
３（各論文毎，委員会にて評価）

臨床細胞遺伝学に関する特別講演，教育講演，セミナー・研修会等の講師
５（各行事毎，委員会にて評価）




　
 　細則 第10条　規則第15条に定める指導士の認定更新は，次の号に揚げる事項を記載した必要事項を記載した必要書類を認定士の資格更新時に同時に提出することにより、委員会にて５年毎再評価する。 

（１）5年間に取得すべき学術活動に関する総単位数は、本細則第8条に定める認定士としての更新に必要な50単位以上に加えて20単位，計70単位以上を必要とする。核型分析、核型最終確認、結果解釈作成、報告書作成等に関わる染色体検査の実践による単位は最大20単位認める。

（２）所属施設や関連施設における臨床細胞遺伝学に関する活動実績（染色体検査実施、教育的行事での役割、施設内標準手順作業書の策定、研究　等）

（3） その他、細胞遺伝学に関連する社会貢献活動など

· 現在　認定士（指導士）の更新手数料（10,000円）は不要です。


日本人類遺伝学会　臨床細胞遺伝学認定士制度委員会

〒339-8551埼玉県さいたま区馬込2100

埼玉県立小児医療センター遺伝科内

TEL048-758-1811　FAX:048-790-2203
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委員長　大橋　博文

